
   
策定の根拠                                        

  豊田市犯罪のないまちづくり条例（平成１８年条例第８０号） 

第１２条 犯罪のないまちづくりに関する施策を体系的に推進していくため、防犯活動行動計画を策定する。   ※第６次豊田市防犯活動行動計画（2019年度～2021年度）             
１ 目標の達成状況 
目標１ 計画最終年次に刑法犯認知件数を 2,000件以下                                                      刑法犯認知件数は、2018年 2,478件から 2021年は 1,695件 

                      となり、△783件、△31.6％と大幅な減少となった。包括罪種別 

                      にみると、窃盗犯△597 件、△36.9％、その他刑法犯△163 件、 

△27.7％で、この２つの罪種の減少が大部分を占めている。凶悪 

犯、粗暴犯、風俗犯は、微減にとどまっている。                                                          
目標２ 計画最終年次に無施錠被害の認知件数を 20％減（2018年比） 

 
住宅対象 
侵 入 盗  

車上ねらい 自転車盗 

2018年 38件 102件 240件 

目標値 30件以下 80件以下 190件以下 

2021年 
（減少率） 

16件 
（△57.9％） 

45件 
（△55.9％） 

141件 
（△41.3％） 

２ 重点取組項目の状況 

基本方針 重点取組項目 主な推進事業の実績 

１ 防犯意識の高揚と

地域防犯力の向上 

⑴ 自主防犯活動の推進 

⑵ 犯罪情報の提供 

⑶ 効果的な防犯啓発の 

実施 

・自主防犯活動物品、研修会の支援 

・地域防犯ボランティア・ステップアップ講座 

2019年度 2020年度 2021年度 

525人 中止 120人 

・緊急メールとよた犯罪情報登録数 

37,028件(2022年 3月１日現在)※2018年度末登録数 34,287件 

２ 犯罪の起きにくい

環境づくり 

⑷ 防犯カメラの効果的な 

設置の促進 

⑸ 巡回活動の強化 

⑹ 施錠の徹底 

⑺ 「地域の目」の醸成 

・防犯設備整備費補助制度での防犯カメラ設置 

 補助金交付件数と設置台数 

2019年度 2020年度 2021年度（見込み） 

25件 65台 33件 68台 25件 53台 

・深夜時間帯の青パト巡回（毎日実施） 

・駐輪場での自転車ツーロック啓発の実施 

・ナンバープレート盗難防止ネジの普及促進 

 
基本方針 重点取組項目 主な推進事業の実績 

３ 子どもと高齢者を

犯罪から守る対策 

⑻ 子どもの防犯意識の醸成 

⑼ 子どもの見守りの強化 

⑽ 高齢者の防犯意識の醸成 

⑾ 振り込め詐欺対策のための

連携強化 

・子どもの防犯教室開催 

2019年度 2020年度 2021年度 

25校 11校 35校 

・高齢者交通安全防犯世帯訪問事業 

2019年度 2020年度 2021年度 

8,864世帯 10,041世帯 9,250世帯 

・包括連携協定締結事業所との連携による啓発 

３ 評価と課題 

（１）評価 

① 防犯活動行動計画の取組は刑法犯認知件数の減少につながっている。 

② 自助（市民）、共助（地域、コミュニティ）、公助（市、警察）の連携が一定の効果をあげている。 

③ 共助では防犯環境の整備（防犯カメラの設置）が順調に進み、身近な犯罪の減少につながっている。 

（２）課題 

① 地域防犯活動の活発化（防犯活動に終わりはない。継続は必要） 

② 市の防犯施策に対する満足度向上（施策が見えていない。見せる化が必要） 

③ 犯罪に対する不安感の改善（住宅対象侵入盗、自動車関連窃盗、不審者、特殊詐欺）  
１ 計画期間 2022年度～2024年度  

２ 目的 安心して生活することのできる地域社会の実現 

３ 目標 2024年までに刑法犯認知件数を 1,500件以下にすること 

４ 基本方針 愛知県の「あいち地域安全戦略 2023（2021年度～2023年度）」の基本戦略を念頭に置き、 

第６次防犯活動行動計画で明らかになった課題を解決する方向性として次のとおり定める。    
 

５ 重点取組項目と推進事業  

  基本方針を踏まえ、重点取組項目を１１項目設定し、推進事業として３５事業に取り組む。 

なお、他所属業務で、防犯関連施策として協力が得られる２６事業を連携事業として盛り込む。 

基本方針 重点取組項目 主な推進事業 

Ⅰ 地域防犯力の向上 
 
【評価指標】 

 ステップアップ講座参加者数 

 防犯カメラ運用自治区数 

１ 自主防犯活動の支援 
２ 担い手の育成 
３ 防犯環境整備の推進 

・自主防犯活動用物品の支援 
・地域防犯ボランティア・ステップアップ講座 
・防犯設備整備費補助金制度 
・防犯功労者・団体表彰（感謝状） 
・まちの防犯診断の促進【新規】       ･･･など 

Ⅱ 効果的な防犯啓発 
の推進 

 
【評価指標】 

 子どもの防犯教室実施校数 

 高齢者訪問世帯数 

４ こどもの防犯意識を醸成 
５ 高齢者の防犯意識を醸成 
６ 関係機関との啓発連携 
７ 施策の見せる化 

・子どもの防犯教室 
・高齢者世帯訪問事業 
・愛知県安全なまちづくり活動推進員との連携【新規】 

・各種広報媒体による施策の見せる化【新規】 
・年末の安全なまちづくり市民大会【新規】 

・施策の見せる化出前講座の実施【新規】   ･･･など 

Ⅲ 安全・安心を脅かす 
犯罪の抑止 

 
【評価指標】 

 特殊詐欺認知件数 

  無施錠被害率 

８ 巡回活動の強化 
９ 犯罪情報の迅速な提供 
10 特殊詐欺被害防止対策の推進 
11 無施錠被害の削減 

・青色防犯パトロール 
・「緊急メールとよた」による迅速な情報提供 
・自転車ツーロックの推進 
・パートナーシップ協定締結事業者との連携【拡充】 
・特殊詐欺被害防止巡回【新規】 

・特殊詐欺被害者情報の収集・分析【新規】  ･･･など 
 

第７次豊田市防犯活動行動計画の概要 

Ⅰ 豊田市防犯活動行動計画 

Ⅱ 第６次豊田市防犯活動行動計画（2019年度～2021年度）の検証 

Ⅲ 第７次豊田市防犯活動行動計画 
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住宅対象侵入盗、車上ねらい、自転車盗の

いずれも目標を大きく上回る減少となった。

刑法犯（特に窃盗犯）自体が大きく減少して

おり、新型コロナウイルス感染拡大の影響も

考えられる。 

豊田市防犯活動行動計画 基本方針 

（課題①）Ⅰ 地域防犯力の向上 

（課題②）Ⅱ 効果的な防犯啓発の推進 

（課題③）Ⅲ 安全・安心を脅かす犯罪の抑止 
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参考 あいち地域安全戦略 2023 基本戦略 
Ⅰ 防犯意識の醸成と地域防犯力の向上 
Ⅱ 犯罪の起きにくい社会づくり 
Ⅲ 県民の安全・安心を脅かす犯罪への対策 
の推進 
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